
第 35 回 建設業経理士試験 1級 財務諸表 

 

＜解答検討会：資料＞ 

この資料は弥生カレッジＣＭＣが担当者 1 人で解答検討用に作成したものであり計算ミス

や考え違いなどが含まれている可能性があります。解答検討会終了後に変更される可能性が

あります。ご了承ください。 

 

＜第 1問＞ 

問 1 

売買目的有価証券は時価で評価し、評価差額は損益計算書に計上します。満期保有目的債券

は取得原価で評価し、時価との差額は計上しません。子会社株式および関連会社株式は取得

原価または低価法で評価し、時価との差額は計上しません。その他有価証券は時価で評価し、

評価差額は純資産の部にある「その他有価証券評価差額金」に計上します。ただし、時価が

著しく下落した場合は、減損処理として損益計算書に計上します。このように、各有価証券

は目的や性質によって異なる評価基準と処理方法が適用されます。 

問 2 

売買目的有価証券は短期的な売買が目的のため、時価変動による損益を即時に反映させる

必要があり、評価差額は損益計算書に計上します。満期保有目的債券は満期まで保有するた

め、時価変動は実現されず、評価差額を計上しません。子会社株式および関連会社株式は長

期保有目的のため、時価評価による影響を考慮しません。その他有価証券は投資の評価を総

合的に反映するため、評価差額を純資産に計上し、実現時にのみ損益を計上します。 

 

BY チャットGPT 

 

第 2問 

1 調達源泉 2 請求権 3 債権者 4 出資者 5 未成工事受入金 6 株主 7 利益準備金 

1 2 3 4 5 6 7 

ウ コ〇 オ チ キ セ サ 

 

第 3問 

1 2 3 4 5 6 7 8 

× 〇 × × × × 〇 〇 

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 

1.2.4,8 は概説書の練習問題に記載在り 

 

  



第 4問 

問 1 

① 6,450 円 

6 年間の償却費 （20,000-2,000）÷20×6＝5,400 円 

当期の償却費 （20,000-2,000-5,400）÷12＝1,050 

 

② 7,000 円 

過去 6年の再計算 

（20,000-2,000）÷18（6年＋12年）×6＝6,000 円 

当期の償却費 （20,000-2,000）÷18＝1,000 円 

 

問 2 

4,993 円 

過去 6年間の計算 

（45,000-4,500）÷20×6＝12,150 

当期の償却費 

（45,000-12,150）×0.152＝4993.2（端数切捨て） 

  



第 5問 

 

解答用紙がないのでわかる範囲で仕訳のみ記します 

 

No 借方 金額 貸方 金額 

1 未成工事支出金 

機械装置減損損失 

34,600 

47,814 

減価償却累計額 

機械装置 

34,600 

47,814 

2 投資有価証券 

その他有価証券評価差額金 

繰延税金資産 

180 

28 

12 

有価証券利息 

投資有価証券 

 

180 

40 

3 金利スワップ 50 繰延ヘッジ損益 

繰延税金負債 

35 

15 

4 未成工事支出金 

販売管理費 

191 

752 

退職給付引当金 943 

5 未成工事受入金 

完成工事未収入金 

完成工事原価 

29,250 

164,700 

184,000 

完成工事高 

 

未成工事支出金 

193,950 

 

184,000 

 

5 の計算 

×3.4.1～×5.3.31 

進捗率 55％ 

完成工事高 310,750 円 

完成工事原価 248,600 

 

×5.4.1～6.3.31 

進捗率 72.1％ 

完成工事高 504,700－310,750＝193,950 

未成工事受入金残 340,000－310,750＝29,250 

  



 

令和 6年 9月 8日 19：00～23：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


